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中
里
村
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
審
議
委
目
貝

　
昭
和
四
レ
八
年
九
月
二
十
二
日
、

村
議
会
に
お
い
て
中
里
村
文
化
財
保

護
条
例
及
び
中
里
．
村
文
化
財
調
査
審

議
会
設
置
条
例
が
可
決
成
立
し
た
こ

と
に
と
も
な
い
中
里
村
文
化
財
調
査

審
議
委
員
．
互
名
が
、
、
、
月
一
日
付
で

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
文
化
財
が
開
発
事
業
の
た

綾
鷹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
名
委
嘱

め
に
破
壊
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
が
各
　
の
な
い
市
町
村
は
、
早
急
に
作
る
よ

地
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
　
う
県
の
指
導
が
あ
り
、
教
育
委
員
会

里
村
に
お
い
て
も
ご
多
聞
に
も
れ
ず
　
で
は
、
県
の
文
化
財
保
護
条
例
及
び

開
発
の
手
が
着
々
と
伸
び
て
お
り
、
　
近
隣
市
町
村
の
条
例
等
を
検
討
し
な

埋
蔵
文
化
財
、
名
勝
天
然
記
八
．
心
物
等
　
が
ら
草
案
を
作
成
し
、
九
月
村
議
会

の
文
化
財
の
保
護
が
、
叫
ば
れ
て
お
　
に
お
い
て
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
文
化
財
保
護
条
例
は
、
中
里

　
ま
た
今
年
度
、
文
化
財
保
護
条
例
　
村
区
域
内
に
所
在
す
る
文
化
財
を
保

赴、輔、琳雛《

季
節
の
か
お

“
豪
雪
に

た
た
か
，
つ
”

雪
国
生
れ
で

雪
国
育
ち
の
わ
れ
ら
で
も

一
一
年
続
い
た

暖
冬
の
後
の
豪
雪
に

本
当
に

も
う
、
ま
い
っ
た
ま
い
っ
た

墓
示
、
新
潟
間
の

通
常
十
三
往
復
の
「
と
き
」
も

今
月
は
一
旦
正
常
だ
け
だ
っ
た
と
か

今
日
の
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は

除
雪
費
も
、
底
を
つ
い
た
と
か

わ
が
中
里
村
公
民
館
も

役
場
職
員
の

応
援
を
得
て

雪
お
ろ
し
作
業
に
け
ん
め
い

存
し
、
か
つ
そ
の
活
用
を
図
り
、
も

っ
て
村
民
の
郷
土
に
対
す
る
認
識
を

深
め
、
文
化
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
有
形
文
化
財
、
無
形

文
化
財
、
民
俗
資
料
、
記
念
物
等
を

指
｛
疋
し
保
護
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
調
査
審
議
委
員
会

は
中
里
村
教
育
委
員
会
の
諮
問
機
関

と
し
て
文
化
財
の
指
定
な
ど
の
事
項

を
審
議
す
る
機
関
で
、
五
名
の
委
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
．
回
二
月
一
日
付
を
も
っ
て
委
嘱

さ
れ
た
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

○
井
ノ
川
玉
治

○
高
橋
　
英
男

O
斉
藤
大
馨

○
小
柳
｛
疋
夫

O
上
村
二
郎

五五六六六一電二四八
本
屋
敷

A思

俣

本
屋
敷

如
来
寺

土
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
ま
の
と
モ

中
里
村
奨
学
金

お
取
換
え
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
書
き
損
じ
た

　
郵
便
は
が
き
や
ミ
ニ
レ
タ
ー
な
ど

を
書
き
損
じ
た
り
、
印
刷
を
誤
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
お
取
り
換
え
い
た

し
ま
す
。
手
数
料
は
一
枚
に
つ
き
次

の
と
お
り
で
す
。

　
通
常
は
が
き
、
往
復
は
が
き
の
往

信
部
ま
た
は
返
信
部
の
み
、
小
包
、
は

　
　
　
　
ハ
ガ
キ
類

が
き
は
二
円
。
往
復
は
が
き
、
ミ
ニ

レ
タ
ー
は
四
円
。
外
国
郵
便
は
が
き

は
五
円
。
航
空
書
簡
（
エ
ロ
グ
ラ
ム

）
は
十
円
。
な
お
昭
和
四
十
一
年
七

月
以
前
に
発
行
さ
れ
た
「
簡
易
て
が

み
」
は
交
換
で
き
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ

　
　
　
　
五
百
日
を
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
に
感
謝
状

　
　
去
る
一
月
二
十
五
日
、
十
日
町
市

　
警
察
署
に
お
い
て
、
昭
和
四
十
七
年

・
八
月
よ
り
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
ま

　
で
、
中
里
村
内
に
お
い
て
交
通
事
故

　
死
者
ゼ
ロ
の
記
録
を
た
て
て
、
十
日
町

　
警
察
署
長
及
び
十
臼
町
地
区
茎
浬
安
全

一
協
会
連
合
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た

X
●
ー
量
●
：
X
：
X
X

希
望
申
込
み
は
三
月
十
五
日
ま
で

　
中
里
村
育
英
事
業
委
員
会
で
は
昭

和
四
十
九
年
四
月
か
ら
の
村
育
英
資

金
貸
与
希
望
申
し
込
み
を
、
次
の
要

領
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

①
甲
し
込
み
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
も
の
、
又

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す

る
者
で
、
大
学
入
学
を
希
望
し
て
い

る
人
、
又
は
現
在
大
学
在
学
中
の
人

②
貸
与
予
定
人
数
　
　
　
五
人
以
内

昭
和
4
9
年

中
里
村
の
献
血
期
日
に
つ

　
今
年
の
中
里
村
の
献
血
期
日
は
左

記
の
と
お
り
四
回
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
今
年
は
五
月
、
七
月
、
九

月
、
十
一
月
を
「
献
血
相
談
月
間
」

と
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ま
方
の
献
血

に
関
し
て
相
談
を
う
け
た
ま
わ
る
月

間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
な
た
様

　
　
　
　
　
　
　
　
い
て

も
お
気
軽
に
役
場
保
健
課
へ
お
い
で

下
さ
い
。

⇔
献
血
月
日

◎
五
月
＋
日

◎
七
月
五
日

◎
九
月
上
ハ
日

◎
＋
一
月
一
日

　
こ
れ
か
ら
も
千
日
を
目
標
に
、
歩

行
者
か
ら
は
歩
行
の
マ
ナ
ー
を
、
運

転
者
か
ら
は
運
転
の
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
も
ら
い
、
交
通
事
故
絶
滅
を
期
ー

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

モ
の

③
申
し
込
み
方
法

　
貸
与
希
望
者
は
、
次
の
書
類
を
添

え
て
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
村
育
英

事
業
委
員
会
あ
て
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

④
資
金
貸
付
願
　
　
　
　
（
二
通
）

◎
身
分
証
明
証
　
　
　
　
　
（
一
通
）

◎
健
康
診
断
書
　
　
　
　
　
（
一
通
）

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
教
育

委
員
会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。◎

ト
一
月
一
日

　
な
お
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
の
三
時
ま
で
で
す
の
で
、
時
間

を
守
り
、
係
員
及
び
献
血
車
の
方
々

に
ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
ご
協

力
を
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
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貯
蓄
で
築
こ
う
住
み
よ
い
中
里
村
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東
南
ア
ジ
ア
を
ま
わ
っ
て

　
　
　
　
　
　
小
原
藤
田
　
真
実

　
一
年
が
か
り
で
貯
め
た
金
だ
っ
た

が
、
思
う
こ
と
あ
っ
て
ひ
と
り
東
南

ア
ジ
ア
の
旅
に
昨
年
十
二
月
二
十
一

日
出
発
し
た
。
英
語
を
ほ
と
ん
ど
話

せ
な
い
私
で
あ
っ
た
が
、
無
事
ホ
テ

ル
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
着
く
こ
と
が
で

き
た
、
ノ
ー
プ
ラ
ン
の
た
め
ボ
ー
イ

に
こ
の
国
に
つ
い
て
聞
く
の
だ
が
う

ま
く
ゆ
か
な
い
、
翌
日
ジ
ャ
ワ
中
部

の
都
市
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
ヘ
行
く

た
め
空
航
へ
行
っ
た
が
、
ど
こ
で
航

空
券
を
買
っ
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
た
る
三

中里村民球技大会

　3月10日田沢小・中で

学
校
に
お
い
て
は
卓
球
大
会
、

中
学
　
に
お
い
て
は
、

月
＋
日
（
日

曜
日
）
、
、
田

沢
小
学
校
体

育
館
及
び
田

沢
中
字
校
体

育
館
に
お
い

て
、
体
育
協

会
、
公
民
館

丘
ハ
催
の
村
民

球
技
大
会
が

開
催
さ
れ
ま

す
。
田
沢
小

　
　
　
田
沢

非
求
・
　
求

い
。
や
っ
と
の
こ
と
で
案
内
係
か
ら

買
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
塔
乗
案
内
が

外
国
語
で
あ
る
か
ら
何
に
を
話
し
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
塔

乗
口
に
つ
っ
立
っ
て
コ
ー
ル
が
あ
る

ご
と
に
係
官
に
聞
く
こ
と
に
し
た
。

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
は
石
で
造
ら

れ
た
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
の
遺
跡
が
あ
る

か
ら
だ
。
こ
の
町
は
と
て
も
静
か
で

二
人
で
来
て
い
た
ら
何
ん
と
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
だ
ろ
う

か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
食

事
は
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
と

ら
ず
露
店
で
求
め
た
、
ピ
リ
ッ
と
カ

ラ
さ
が
き
い
て
う
ま
い
。
二
十
四
日

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
で
マ
ニ
ラ
ヘ
、

空
航
に
は
昨
年
青
年
の
船
で
一
緒
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

大
会
を
や
る
予
定
で
す
。

　
な
お
賞
金
は
、
一
位
が
三
千
円
、

二
位
が
二
干
円
、
三
位
が
千
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
』

　
申
込
は
、
卓
球
・
富
井
利
明
（
土

地
改
良
事
務
所
二
四
二
九
番
）
、
排

球
・
保
坂
正
美
（
七
三
八
四
番
）
、

籠
球
・
大
島
憲
一
（
役
場
二
五
一
一

番
）
又
は
桑
原
秀
一
（
農
協
二
五
二

八
番
）
。
又
、
中
里
村
公
民
館
（
ニ

コ
八
番
）
で
は
全
種
目
の
申
込
を

受
け
て
い
ま
す
。
申
込
期
間
は
、
三

月
五
日
（
火
）
ま
で
、
大
会
要
項
は

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

っ
た
友
、
ミ
ロ
ー
が
出
迎
い
に
来
て

く
れ
て
い
た
。
．
1
度
こ
の
日
は
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ブ
で
あ
っ
た
の
で
夜
は
、
バ
．

i
ベ
キ
ュ
…
、
翌
日
は
教
会
へ
、
異

国
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
昧
わ
う
こ
と
が

で
き
た
。
子
供
は
六
人
、
レ
日
間
滞

在
し
た
が
と
て
も
仲
が
い
い
、
父
は

警
察
官
で
あ
る
。
夕
食
中
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
女
は
五
十
ペ
ソ
と
父
母
の
前
で

笑
い
な
が
ら
口
に
す
る
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
女
は
よ
く
な
い
と
父
は
言
う
。

そ
し
て
「
パ
パ
は
マ
マ
を
愛
し
て
い

る
。
マ
マ
も
パ
パ
を
愛
し
て
い
る
。

議
蒙
舞
義
キ
落
曹
四
海
，

新
春
娯
楽
大
会

日
ほ
ん
の
少
し
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
と
タ

バ
コ
が
パ
パ
を
愛
し
て
く
れ
る
だ
か

ら
満
足
だ
」

　
こ
の
国
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
生
活

の
一
部
分
で
あ
る
か
の
よ
う
に
盛
ん

で
道
路
の
い
た
る
所
に
こ
お
板
が
あ

り
い
つ
も
何
人
か
が
プ
レ
イ
し
て
い

る
。

　
時
に
は
船
も
い
い
と
思
い
マ
ニ
ラ

か
ら
セ
ブ
ま
で
船
に
し
た
。
日
本
人

は
私
一
人
、
知
っ
て
い
る
人
は
だ
れ

も
い
な
い
。
だ
が
同
室
の
若
い
中
国

人
が
と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
た
の

で
楽
し
い
船
旅
で
あ
っ
た
。
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．
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盛
大
に
お
こ
な
わ
る

　
去
る
一
月
二
十
日
（
日
）
、
中
里

村
公
民
館
恒
例
の
村
民
娯
楽
大
．
会
が

に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
ね
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雪
に
も
か

か
わ
ら
ず
約
三
十
名
の
方
々
が
参
加

し
、
勝
敗
を
競
い
ま
し
が
、
が
、
残
念

な
こ
と
に
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
百
入

一
首
は
、
参
加
者
が
少
な
い
た
め
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
う
り
で
す
。

　
　
　
郵
便
は
が
き
の

△
囲
碁
の
部

A
級
1
位

　
　
　
2
位

　
　
　
3
位

B
級
1
位

　
　
　
　
2
位

　
　
　
　
3
位

△
将
棋
の
部

　
　
　
　
－
立

　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
2
立

　
　
　
　
　
イ

樋
口
　
勝

士
・
楽
周
治

志
田
義
三
郎

高
橋
昭
二

井
ノ
川
立
日
士
口

小
林
弘
規

井樋
ノ「1
川
音
吉聡

再
差
出
し
が
で
き
ま
す

　
今
ま
で
、
い
っ
た
ん
受
取
人
に
配

達
し
た
り
、
窓
口
な
ど
で
交
付
し
た

り
、
差
出
人
に
返
し
た
り
し
た
郵
便

は
が
き
は
、
そ
の
ま
ま
で
再
び
郵
便

は
が
き
と
し
て
差
出
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
十

二
月
一
日
か
ら
は
、
郵
便
は
が
き
の

表
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
「
差

出
し
」
と
赤
書
き
し
、
新
た
に
切
手

を
は
れ
ば
再
び
差
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
再

差
出
し
の
際
は
、
必
ず
還
付
印
（
赤

ス
タ
ン
プ
で
「
あ
て
所
に
尋
ね
あ
た

り
ま
せ
ん
」
な
ど
と
押
し
て
あ
る
も

の
）
等
再
送
達
上
不
要
と
な
る
表
示

を
消
し
て
く
だ
さ
い
。

　
セ
ブ
市
に
は
四
＋
七
年
に
来
て
い
た

の
で
ち
ょ
っ
と
知
っ
た
か
ぶ
り
、
自

転
車
で
こ
の
セ
ブ
島
一
周
（
四
百
八

十
キ
ロ
）
を
企
画
、
大
き
な
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
を
前
に
つ
け
て
出
発
、
だ

が
な
に
せ
子
供
用
の
自
転
車
、
キ
ッ

イ
、
途
中
、
、
ハ
ス
や
ジ
ー
プ
に
乗
っ
け

て
も
ら
っ
た
り
、
日
系
人
の
所
や
村

役
場
の
村
長
さ
ん
の
机
の
上
、
そ
し

て
民
泊
、
め
ず
ら
し
さ
か
ら
く
る
歓

迎
、
四
日
間
ま
る
っ
き
り
電
気
の
な

い
水
道
の
な
い
家
に
寝
た
、
そ
し
て

気
が
向
い
た
ら
走
り
だ
す
。
次
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
と
。

じ
ロ
ド
ニ
ロ
ニ
ア
し
ジ
ら
ロ
リ
ぽ
じ
よ
ヨ
こ
ロ
し
ロ
ロ
じ
ロ
ヤ
じ
ド
き
ヨ
ロ
し
の
じ
ニ
ロ
メ
し

　
　
　
　
3
位
山
田
　
博

△
麻
雀
の
部

　
　
　
　
1
位
滝
沢
繁
雄

　
　
　
　
2
位
樋
口
秀
一一

雄

習字入門のすすめ

　　樋口勝山
毎
年
、
年
賀
状

を
書
く
時
期
に
な

る
と
来
年
こ
そ
は

毛
筆
で
、
強
く
正

し
く
、
の
び
く

と
心
か
ら
書
き
た

い
と
願
う
の
は
誰

も
同
じ
思
い
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

　
中
里
書
道
ク
ラ

ブ
で
は
、
山
岸
白

雲
先
生
の
ご
指
導

に
ょ
り
、
中
里
村

公
民
館
で
二
年
間

練
習
を
続
け
て
来
ま
し
た
。
地
味
な

努
力
を
積
み
重
ね
た
成
果
を
、
毎
年

十
一
月
田
沢
小
学
校
で
、
中
里
村
公

民
館
後
援
の
も
と
に
、
書
道
展
を
開

い
て
お
り
ま
す
。

　
実
用
的
な
書
付
を
学
ぶ
人
、
津
南

町
書
芸
展
、
卜
日
町
市
展
に
出
品
し

て
い
る
人
、
大
き
く
伸
び
て
県
展
、

日
展
を
目
指
す
書
芸
の
域
に
入
り
つ

つ
あ
る
会
員
等
々
、
中
里
村
囲
碁
ク

ラ
ブ
程
の
伝
統
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

中
里
書
道
ク
ラ
ブ
も
会
員
四
十
名
に

な
り
ま
し
た
。

　
若
い
人
は
、
筆
勢
の
良
さ
年
配
者

は
古
淡
の
味
、
書
道
に
は
、
年
齢
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　
書
を
学
ぶ
に
は
、
何
よ
り
も
基
礎

書
法
を
的
確
に
掴
む
こ
と
よ
り
始
ま

り
ま
す
。
中
里
書
道
ク
ラ
ブ
で
は
希

望
者
の
入
会
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
（
連
絡
先
、
中
里
村
公
民
館
、
ダ
ル

マ
ヤ
商
店
）


